
第１学年 道徳学習指導案

日 時 平成１６年９月９日(木)１校時

児 童 １年生男７名女１０名計１７名

指導者 稲 森 真 由 美

１主題名 おとうさんありがとう ４－（２）家族愛

２資料名 おとうさんのカレーライス （出典「みんなのどうとく」学研）

３主題設定の理由

（１）価値について

学習指導要領第２章道徳の第１学年及び第２学年の内容の４「主として集団や社

会とのかかわりに関すること」の（２）は 「父母、祖父母を敬愛し、進んで家の、

手伝いなどをして、家族の役に立つ喜びを知る」である。これは、家族集団とのか

かわりに関するものであり、家族や家庭を愛する心を持った児童を育てようとする

内容項目である。これを受けて中学年では 「父母、祖父母を敬愛し、家族みんな、

で協力し合って楽しい家庭をつくる」と発展し、高学年では 「父母、祖父母を敬、

愛し、家族の幸せを求めて、進んで役に立つことをする」に発展していく。

家庭は社会生活を営む上での最小単位であり、児童にとっては道徳性を養う基盤

であるといってもよい。家庭においてお互いの理解を深め、その一員として自分の

立場や役割を考えようと努力することは、家庭の中の温かい人間関係を築く上で大

切なことであり、家庭以外での様々な人々との関わりの基盤作りにもなる。

この時期の児童は、まだ自己中心性が強く残っている。そこで、児童にとっても

っとも結びつきの強い家族について考えさせ、家族の自分に対する思いやりに気付

かせることは、相手に対して敬愛の念を深めるとともに、まわりの人への思いやり

の心を持つことにもつながっていくと考える。

（２）児童の実態

学級の児童は、素直でおとなしく、家族にわがままを言って困らせると言うこと

もあまりない。児童の中には、日頃から家の仕事を役割分担して行っている者もあ

れば、そうでない者もいる。

これまでに児童は、道徳の時間などを通して身の回りの人々に自分が様々なこと

で助けてもらっていることに気付き、感謝の気持ちを表すことの大切さを感じてき

た。生活科の学習「いろいろなことにチャレンジしよう」では、自分にできるお手

、 。 、伝いについて考え 家族と協力して仕事をすることの重要性も感じている しかし

誰かのために行動しようとするまでには至っておらず、また、家族に世話をしても

らうことを当然のように感じている。

そこで、このような実態の児童に、家族は互いに助け合って暮らしており、自分

もその一員であることに気付かせたい。また、家族の自分に対する愛情を感じ取ら

せ、それに応えようとする気持ちを持てるようにしていきたい。そして、家族を敬

愛し、その一員として進んで自分の役割を果たそうとする心情を育てたい。

（３）資料について

本資料は、弟が生まれお母さんが入院しているので、お父さんがぼくのためにカ



レーライスを作ってくれるというお話である。お父さんが作ったカレーライスを、

、 「 。」ぼくは味が少し変だと思いながらも お父さんに対する感謝の念から おいしいよ

と答える。そして、一緒に母親のお見舞いに病院へ向かうという内容である。

児童にとって、日頃母親が行っていることを父親が代行するということは、それ

ほど珍しいことではないと思われる。また、最後の文の行間からは、お手伝いの意

欲へとつながるものが読み取れる。お手伝いについては、実際に日常で実践してい

るものであり、夏休みや生活科の学習でも取り組んできたことなので、自分の体験

と関わらせて読むことができる資料になっている。また、料理やお手伝いという身

近な事象を取り上げ、主人公「ぼく」の行動や心情を自分の思いと重ねやすい内容

となっており、家族のために役立つことをしようとする気持ちの大切さを考えるの

に適した資料である。

（４）指導にあたって

前半は，涙を流しながらカレーライスを作ってくれたお父さんに感謝するぼくの

気持ちを共感的に扱いながら、家族のことを考えるぼくの気持ちについて考えさせ

たい。

後半は、入院している母親に何と言って伝えようか、母親の喜ぶ反応を期待して

いるぼくの心情を予想しながら吹き出しに書き、家族を大切にする気持ちをさらに

深く考えさせたい。また、役割演技を取り入れて疑似体験をさせたり、おうちの人

からのメッセージを読むことで、家族の一員として役に立つ喜びを実感させるとと

もに、これからも進んで役に立つことをしようとする意欲を高めたい。

４本時の指導

（１）ねらい

家族を大切にし、進んで家族のために役立とうとする心情を育てる。

（２）評 価

自分が家族の役に立つことを喜び、自分でできることは進んで行おうとする意

欲を持つことができたか。

（３）展 開

段 ・支援（指導上の留意点） 評価〇

階 学 習 活 動 人権教育の観点から強調したり、留意した 備考☆

りする点時間

導 １家族からお世話してもらっ ・家族にお世話してもらったことを発表させ

、 、入 た体験を振り返る。 ることによって 家族との関わりを意識させ

家族にしてもらって嬉し 資料への導入を図る。〇

かったのは、どんなことで 家族との関わりについて考えようとしてい〇

すか。 るか。

５ 自分の思ったことを、最後までしっかりと☆

分 話せるように励ます。

２資料「おとうさんのカレー ・範読する。

ライス」を読んで、ぼくの ・児童の感想をもとに、ねらいとする価値へ

気持ちを考える。 の方向付けを図る

感想を発表しましょう。 ○範読を聞き、感想を持つことができたか。〇



涙を流しながらカレーラ ・お母さんの代わりに料理をしている、お父 絵〇

イスを作っているお父さん さんの姿を見て、嬉しく思うぼくの気持ちを

を見て、ぼくはどんなこと 考えさせる。

、 。展 を思ったでしょう。 ○ぼくの嬉しい気持ちを 感じ取っているか

☆友達の発表と比べながら自分の考えを言え

たときは，大いに賞賛する。

黙って、ぱくぱくカレー ・不慣れな料理を一生懸命に作ってくれた、 絵〇

ライスを食べているとき、 お父さんに対するぼくの感謝の気持ちに共感

ぼくはどんなことを思った させる。

でしょう。 ☆友達の発表を、自分の考えと比べながら聞

くようにさせる。

ぼくはお母さんに会った ・家族を大切に思うぼくの気持ちを感じ取 絵〇

学 習 プ リら、どんなことを話したい り、お母さんに会ったら何と話そうとしてい

ントと思っているでしょう。 るか吹き出しに書かせたい。

・母親役を教師が行い、吹き出しに書いたこ

とを発表し、役割演技をさせる。家族のため

に何かしたいという気持ちまで考えられたら

開 大いに賞賛し、今後の意欲付けへとつなげた

い。

○ぼくの気持ちを吹き出しに書くことができ

たか。

○友達の発表を聞いて、い ・友達のよさに気付かせていく。

い考えだなと思ったことは 話す人に体を向けて、しっかり話を聞ける☆

ありませんか。 ようにする。

３自分のしたことで、家族か

ら喜ばれた経験を発表する。30
分 ○自分がしたことで、家族 ・自分が家族の役に立っていることに気付か

から喜ばれたのは、どんな せ、家族に喜んでもらえると嬉しい気持ちに

ときでしたか。そのとき、 なることをとらえさせたい。

どんな気持ちでしたか。

３それぞれのおうちの人から ・保護者からのビデオメッセージを見た後、 ビデオ

終 のお手紙を読んで感想を発表 家族からのお手紙を読んで これからも自分

末 する。 の役割を自覚し、進んでお手伝いをしようと お手紙

お手紙を読んでどんなこ いう意欲を高めたい。〇

とを思いましたか。 ○お手紙を読み、進んでお手伝いをしようと

する意欲を持てたか。10
分



資料分析
１ 主題名 おとうさんありがとう
２ 資料名 おとうさんのカレーライス
３ ねらい 家族を大切にし、進んで家族のために役に立とうとする心情を育てる
４ 場 面

１．涙を流しながら、カレーライス ２．味が少し変だと思いながらも黙 ３．お母さんに会ったら、何と話そ
を作るお父さんの姿を見て嬉しく思 って、ぱくぱく食べているぼく うかと考えるぼく
うも心配するぼく

５ 主人公の心の動き

・お母さんの分まで働いてくれてあ ・ぼくのために、不慣れなのにカレ ・お父さんは、頑張ってカレーライ
りがとう。 ーライスを作ってくれてありがと スを作ってくれたんだよ。
・ぼくのために、涙を流しながらカ う。 ・ぼくも、赤ちゃんをかわいがって
レーライスを作ってくれてありがと ・お父さんが、頑張って作ってくれ いいお兄さんになれるよう頑張る
う。 たのだから、最後まで残さず食べる よ。
・慣れない料理で大変だな。怪我を よ。 ・お父さんみたいに、何かぼくでも
しないかな。 できることをお手伝いしたいな。

６ 基本発問

涙を流しながら、カレーライス 黙って、ぱくぱくカレーライス ぼくは、お母さんに会ったら、① ② ③
を作っているお父さんを見て、ぼく を食べているとき、ぼくはどんな気 何と言おうとしているでしょう。
はどんな気持ちだったでしょう。 持ちだったでしょう。

７ 期待する児童の反応

・お父さん、ありがとう。 ・ぼくのために作ってくれてありが ・お父さんね、頑張ってカレーライ
・お父さん、大丈夫かな。 とう。 スを作ったんだよ。
・怪我をしないでね。 ・お父さんが、頑張って作ってくれ ・ぼくも、いいお兄さんになるよう
・おいしく作ってね。 たんだから残さないぞ。 に頑張るよ。

・何か、ぼくにもできることはない
かな。



座席表
〇 〇Ｇ Ｈ Ｉ●

家の人にやるように言わ 家の仕事や弟の世話を よいと思ったことを進ん
れているが、忘れがちで よくしている。 でやれる。
ある。 進んでお手伝いをして ぼくの心情で読み取った
ぼくの気持ちに共感させ いるときの気持ちよさ ことを積極的に発表さ
ながら、家族に役立つこ を発表させ、みんなに せ、みんなに気付かせる
とをしていこうとする気 知らせたい。 ようにさせたい。
持ちを持たせられるよう
にしたい。

〇 〇 〇Ａ Ｂ Ｊ Ｋ ● Ｌ●

少し甘えん坊で、兄に頼 積極的に家の仕事を見つ 小さいときから家のお手 登場人物の心情をつか 姉の後をついて行動す Ｍ ●
って行動しがちである。 け取り組んでいる。 伝いを続けている。 むのはむずかしいと思 る。内気で、自分の考え
自分の生活を振り返り、 お手伝いをして、家族の 自分の考えをまとめる力 われるので、友達の発 をはっきり言えないこと あまり、お手伝いはやっ
家族のことが考えられる 役に立ったと思ったとき があるので、吹き出しに 表をよく聞いて考えを が多い。 ていない。
ように支援する。 のうれしい気持ちについ じっくりと書かせ発表さ 深められるよう支援し 吹き出しに書いたものを ぼくの気持ちに共感させ

て発表させたい。 せたい。 ていく。 発表させ自信をもてるよ ながら、自分から進んで
うにさせたい。 お手伝いをしていこうと

する気持ちを持たせてい
きたい。

Ｃ Ｄ Ｎ ○ Ｏ ●〇 〇

家の人と約束したことを 内気で少しおどおどした 家の人に厳しく言われて 兄に声をかけられて一緒
忘れずにやろうとしてい ところがあり、自分の考 家の仕事を進んでやっている 姉妹と役割分担して仕事 にお手伝いをしている。〇
る。 えをなかなかもてない。 をしている。 日常生活を振り返らせ、
ぼくの心情で読み取った ぼくの気持ちを吹き出し ● 家の仕事をあまりやっていない 役割演技の中で大いにほ 自分でできることを進ん
ことを積極的に発表させ に書けるよう支援する。 め、達成感を味わわせて でしようとする意欲を持
たい。 いきたい。 たせていきたい。

〇Ｅ Ｆ Ｐ ● Ｑ○ ●

お手伝いを喜んでやる 粗筋をつかむのがむずか 頼まれればやるが、進ん 活発に行動し、家の手伝
。。が、飽きっぽいところが しいと思われるので、登 でやる方ではない。 いも進んでやれている

ある。 場人物やその行動がはっ メッセージを読んで、家 学習中の発表は控えめな
話し合いを十分聞きなが っきりわかるよう支援し 族のことを考え、できる ので、発表を促すように
ら、感謝について考えを ていく。 教 卓 ことを進んでやろうとす していく。
深めさせていきたい。 る意欲を持たせたい。
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